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よ
ず
交
通
事
故
防
止
な

防
犯
防
火

　
年
の
瀬
も
お
し

迫
り
何
か
と
あ
わ

た
父
し
く
な
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
十
二
月
は
他

の
月
に
比
べ
犯
罪

や
事
故
の
多
い
月

で
す
。
み
ん
な
そ

ろ
っ
て
こ
の
歳
末

を
の
り
切
り
明
る

く
楽
し
い
お
正
月

を
迎
え
ら
れ
る
よ

う
一
人
、
一
人
が

心
を
ひ
き
し
め
、

犯
罪
や
事
故
防
止

に
つ
と
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
ね
が

っ
て
い
ま
す
。

交
通
事

故
を
防
ご
う

　
年
末
に
な
る
と
飲
酒
の
機
会
が
多

く
な
る
こ
と
、
降
雪
な
ど
で
道
巾
が

せ
ま
く
な
り
路
面
が
す
べ
り
や
す
い

な
ど
悪
条
件
が
重
な
り
ま
す
。
特
に

当
市
内
で
最
近
酔
っ
ば
ら
い
運
転
で

大
き
な
事
故
が
起
き
た
こ
と
は
、
ま

だ
記
憶
に
新
し
い
で
す
が
．
再
び
こ

の
よ
う
な
事
故
を
ひ
き
起
さ
な
い
よ

に

う
充
分
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
お
正
月
は
気
の
ゆ
る
み
か
ら

思
わ
ぬ
交
通
事
故
が
発
生
す
る
危
険

が
あ
り
ま
す
。
車
の
往
来
に
は
特
に

ご
注
意
下
さ
い
。

防
犯
の
心
得

　
た
だ
い
ま
歳
末
特
別
防
犯
運
動
実

施
中
で
す
が
、
お
互
い
に
被
害
に
か

か
ら
な
い
よ
う
つ
ぎ
の
こ
と
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
「
嗣
般
家
庭
」

　
戸
締
り
を
忘
れ
ず
、
大
金
は
家
に

お
か
な
い
。
隣
近
所
の
協
力
体
制
を

し
い
て
お
く
こ
と
で
す
。

　
「
銀
行
、
会
社
、
官
庁
、
学
校
」

　
当
直
、
夜
警
員
の
見
廻
り
は
き
び

し
く
防
犯
ベ
ル
な
ど
を
増
設
し
、
多

額
の
現
金
輸
送
は
数
人
で
行
な
う
こ

と
。

　
「
外
出
、
雑
踏
場
所
」

　
置
き
引
き
、
ス
リ
に
ご
用
心
、
必

要
以
上
の
大
金
は
持
ち
歩
か
な
い
こ

，
と
。

火
の
用
心

　
寒
さ
が
ぎ
び
し
く
な
っ
て
火
を
使

実施計画の概要
嘉鶉懸の整備など

低工開発の十日町市

　
低
工
法
指
定
の
十
日
町
地
区
の
工

事
開
発
方
向
、
性
格
な
ど
の
大
要
に

つ
い
て
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
十
日
町
市
関
係
の
実
施
計
画

の
概
要
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

（単位楚百万円）

も
潅
意

う
機
会
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

石
油
コ
ソ
ロ
、
ス
ト
ー
ブ
、
ブ
ロ
パ

ソ
ガ
ス
な
ど
燃
焼
器
具
の
使
用
に
つ

い
て
は
、
正
し
い
取
扱
い
を
す
る
こ

と
。犯

罪
が
起
き
た
ら
　
　
卿
師
O
番
へ

火
事
、
救
急
は
　
　
　
一
印
九
番
へ

工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
下
さ
い

　
毎
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
全

国
い
っ
せ
い
に
工
業
統
計
調
査
が
実

施
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
も
ま

た
そ
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

調
査
は
わ
が
国
の
製
造
業
に
属
す
る

す
べ
て
の
事
業
所
を
も
れ
な
く
調
査

し
、
工
業
の
実
態
を
把
握
す
る
と
と

も
に
生
産
活
動
に
関
す
る
基
本
的
資

料
を
得
る
た
め
調
査
す
る
も
の
で
、

新
し
く
な
っ
た

十
日
町
駅

こ
の
結
果
は
単
に
通
商
産
業
行
政
の

資
料
と
す
る
だ
け
で
な
く
、
国
お
よ

び
地
方
公
共
団
体
の
行
政
施
策
の
基

礎
資
料
と
し
て
、
ま
た
民
間
企
業
の

経
営
の
指
針
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ

る
重
要
な
統
計
調
査
で
、
当
市
で
も

約
五
十
名
の
調
査
員
を
配
置
し
て
こ

の
調
査
に
あ
た
り
ま
す
が
、
年
末
、

年
始
の
折
何
か
と
ご
繁
忙
中
と
は
存

じ
ま
す
が
、
各
事
業
所
並
び
に
調
査

員
の
方
々
に
は
こ
の
調
査
の
主
旨
を

ご
覧
い
た
だ
き
ご
協
力
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

来
年
か
ら
家
族
に
も
七
割
給
付

国
保
給
付
率
を
引
上
げ

　
懸
案
の
国
民
健
康
保
険
の
給
付
割

合
い
の
引
上
げ
は
、
こ
れ
ま
で
財
源

問
題
等
で
の
び
の
び
と
な
っ
て
い
ま

計画事業内容 金額 計画事業内容 金額

織物共同作業所 区画整理4地区
織物従業員共同宿舎 84 面積　i86，100坪 139
設備近代　化 住宅団地造成計画 139
設備　合理　化 275 工業団地造成2カ所 667
工業振興計画 359 工業団地造成計画 667
市道2線（エ業用地道路） 57 上　水　道　計画 260
街路整備　7線 268 下　水　道　計　画 36
舗装整備　3線 62 清掃施設計画 39
街路整備計画 330 職業訓練施設計画 10
除雪機械整備計画 8 公園4ヵ所1，254ha 20
消雪施設設置計画 22 ハイクコース・グランドその他 50
電話整備計画 60 縁地施設計画 70
第2種木造住宅 16 スキー場整備 26
第1種簡易耐火住宅 42 リクレーション施設 30
公営住宅建設計画 58 リタレーション施設計画 56

し
た
が
、
こ
の
た
び
よ
う
や
く
実
現

の
運
び
と
な
り
、
来
年
一
月
一
日
か

ら
世
帯
主
の
ほ
か
に
家
族
の
七
割
給

付
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
来
年
一
月
一
日
か
ら

は
、
世
帯
主
と
同
様
に
家
族
も
七
割

給
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
お
医
者

さ
ん
へ
の
窓
ロ
ヘ
は
三
割
分
を
支
払

え
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
に
年
度
途
中
で
の
保
険
料
値

　
十
日
町
駅
舎
の
竣
工
式
は
去
る
八

日
同
駅
で
小
泉
長
鉄
局
長
ら
を
迎
え

て
行
わ
れ
、
十
日
町
中
学
校
ブ
ラ
ス

パ
ン
ド
の
祝
賀
行
進
も
あ
っ
て
新
駅

舎
誕
生
を
祝
い
ま
し
た
。
鉄
筋
二
階

建
、
待
合
室
に
織
物
展
示
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
ら
れ
た
駅
舎
は
織
物
の
街
に

ふ
さ
わ
し
い
玄
関
で
す
。

上
げ
は
行
な
わ
な
い
予
定
で
あ
り
ま

す
。

　
な
お
国
保
の
被
保
険
者
証
に
っ
い

て
の
家
族
七
割
給
付
の
明
示
は
、
十

二
月
に
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

　
　
異
動
の
届
出
は
一
日
も
早
く

国
保
加
入
者
で

　
①
住
所
を
他
所
に
異
動
し
た
場
合

　
②
国
保
か
ら
他
の
社
会
保
険
等
へ

　
　
加
入
脱
退
し
た
場
合
。

　
③
世
帯
を
分
け
た
場
合
は
一
日
も

　
　
早
く
市
民
課
か
出
張
所
へ
印
か

　
　
ん
を
持
っ
て
届
出
て
下
さ
い
。

　
　
十
日
以
内
に
届
出
を
し
な
い
と

　
　
保
険
料
が
か
Σ
っ
て
ゆ
き
ま
す

　
　
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

新
し
い
民
生
委
員
決
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
日
町
市
は
6
5
名

　
こ
の
ほ
ど
任
期
改
選
が
あ
り
、
つ

ぎ
の
方
々
が
十
二
月
一
日
か
ら
三
年

間
ご
苦
労
さ
れ
ま
す
。

O
印
は
市
代
表
総
務
　
○
印
地
区
代

表
総
務

【
十
日
町
地
区
】
◎
服
部
慶
円
、
徳

永
泰
三
、
田
村
ト
ヨ
、
高
橋
栄
助
、

根
津
モ
ト
、
中
村
か
を
る
、
塩
川
亀

作
、
波
間
良
、
島
田
幸
吉
、
植
木
正

太
郎
、
高
木
英
次
郎
、
渡
辺
市
松
、

庭
野
勝
治
、
高
橋
徳
重
、
庭
野
六
郎

中
川
光
忍
【
中
条
地
区
】
金
子
マ
ス

ミ
、
佐
野
フ
、
・
・
、
丸
山
哲
英
、
岩
田

三
吾
、
O
高
橋
嘉
磨
、
田
村
澄
江
、

春
川
善
七
、
橋
本
清
一
郎
、
佐
藤
三

男
六
、
水
落
良
祐
、
池
田
福
栄
【
下

条
地
区
】
近
藤
栄
太
郎
、
水
落
敬
作

藤
田
つ
ね
子
、
○
村
山
米
平
、
関
口

貞
治
、
水
落
ト
、
ミ
、
水
落
長
平
【
吉

田
地
区
】
丸
山
喜
平
、
○
長
野
利
八

春
日
重
尚
、
太
田
健
一
、
涌
井
キ
ヨ

ノ
、
尾
身
栄
作
、
桑
原
勝
利
、
島
田

キ
ク
エ
【
川
治
六
箇
地
区
】
村
山
ス

明
る
い
家
庭
を
つ
く
ろ
う

青
少
年
問
題
協
議
会
が
呼
び
か
け

　
明
る
く
す
こ
や
か
な
家
庭
を
つ
く

ろ
う
と
市
青
少
年
間
題
協
議
会
で
は

市
民
運
動
と
し
て
、
こ
の
ほ
ど
つ
ぎ

の
目
標
や
方
針
で
各
関
係
機
関
に
呼

び
か
け
、
自
主
的
に
実
行
し
て
も
ら

お
う
と
協
力
を
望
ん
で
い
ま
す
。

　
”
目
　
標
“

　
L
笑
顔
で
あ
い
さ
つ
し
ょ
う
。

　
乞
家
族
全
員
で
話
し
あ
い
を
し
ょ

　
　
う
o

　
ふ
親
子
そ
ろ
っ
て
楽
し
む
機
会
を

　
　
つ
く
ろ
う
。

　
4
み
ん
な
が
進
ん
で
手
伝
い
を
し

　
　
よ
う
o

“
運
動
の
方
針
”

　
「
家
庭
の
日
」
設
定
と
普
及

　
毎
月
一
回
例
え
ば
、
第
三
日
曜
日

を
「
家
庭
の
日
」
と
設
定
し
て
、
明

る
く
す
こ
や
か
な
家
庭
づ
く
り
を
す

る
。

、
・
・
、
遠
田
長
作
、
小
林
義
治
、
高
橋

藤
作
、
渡
辺
勝
太
郎
、
南
雲
志
ゆ
、

村
山
常
太
郎
、
○
柳
貞
太
郎
、
福
崎

ナ
ツ
、
俵
山
邦
治
、
林
福
市
【
水
沢

地
区
】
富
井
修
三
、
鈴
木
正
吉
、
○

上
村
順
平
、
武
田
ツ
ネ
子
、
佐
藤
重

夫
、
山
崎
芳
一
、
村
山
行
作
、
保
坂

辰
平
、
宮
沢
謙
吉
．
飯
塚
熊
喜
、
上

村
善
司
、
宮
沢
恒
子

　
ご
協
力
あ
り
が
と
う

　
　
　
赤
い
羽
根
募
金

ま
し
て
は
市
民
の
皆
様
の
温
か
い
ご

た
の
で
中
間
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ

　
な
お
未
納
部
落
、
町
内
は
早
急
に

戸
別
募
金

　
十
日
町
四
吾
、
三
〇
円
四
甚
、
四
美
円

　
中
条
壬
四
、
一
三
〇
円
き
『
里
O
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
昭
和
四
十
年
度
共
同
募
金
に
つ
き
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同
情
と
、
深
い
ご
理
解
に
よ
り
ま
し
願

て
つ
ぎ
の
と
お
り
の
成
績
を
得
ま
し
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぺ

納
入
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
地
区
別
　
目
標
額
　
　
納
入
額
　
日

　
刀
治
宅
O
、
三
〇
円
一
四
七
、
O
宍
円

　
六
箇
孟
、
董
O
円
量
、
豊
Q
円

　
吉
　
田
　
八
九
、
美
O
円
　
八
九
、
美
O
円

　
下
条
窒
、
七
八
O
円
豊
、
七
ε
円

　
水
沢
三
四
、
四
六
〇
円
三
四
、
異
O
円

法
人
募
金
　
　
　
　
　
昊
七
6
四
円

学
校
募
金
　
　
　
　
　
6
七
、
七
く
O
円

　
16
日
に
市
議
会

　
第
四
回
定
例
市
議
会
は
十
六
日
開

催
。
一
般
質
間
の
あ
と
、
昭
和
四
十

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
並
び
に
昭

和
三
十
九
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定

な
ど
を
審
議
。

㎜
…
㎜
薦
…
護
灘
…
…
麟
懲

㎜
　
年
末
年
始
の
支
払

ロ

㎜
年
末
　
十
二
月
十
八
日
ま
で
に
支
払

■
　
　
　
手
続
き
の
も
の
に
よ
り
、
つ

剛
　
　
　
　
ぎ
の
日
時
に
支
払
い
ま
す
。

”
　
　
　
十
二
月
二
十
四
日
、
二
十
五

　
　
　
　
日
、
二
十
七
日

”
年
始
　
一
月
十
日
、
二
十
五
日

㎜
　
年
末
年
始
の
休
み

ロ

㎜
年
末
　
十
二
月
二
十
九
日
、
三
十
日

關
　
　
三
±
日

…
年
始
　
一
月
一
日
、
二
日
、
三
日

■曝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善

　
　
　
　
　
　
●
　
　
　
、
｝

■■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
華

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翼
『

　
　
　
　
0

■■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
、

■　
　
　
　
　
ヨ

■

　
　
　
に
て
　
と

　
　
　
認
翫
蘇
【

口－

　
　
　
日
劇
下
っ
受

　
　
　
鴛
娠
鞭
嗣

■■

　
　
　
月
と
お
し
と
　
睡

　
　
　
2
も
て
わ
札
田

馴霞

　
　
　
1
あ
け
試
表
＋

　
　
　
は
市
冴
は
に

働■

　
　
　
状
町
朔
名
と

　
　
　
賀
日
も
て
ご

　
　
　
年
咋
の
あ
戸

驕一　
　
　
●
　
　
　
　
　
　
●
　
　
●

　
水
道
検
針
日
の

　
　
　
　
　
　
臨
時
変
更

　
来
年
一
月
の
水
道
検
針
、
集
金
日

は
一
日
か
ら
三
日
ま
で
正
月
休
暇
の

た
め
毎
月
の
各
家
庭
の
検
針
及
び
集

金
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
日
ず
つ
繰
り

下
り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。

■
ぞ
く
ぞ
く
歳
末
た

日

　
　
す
け
あ
い

し

一
　
社
会
福
祉
事
業
の
お
役
に
と
、
市

㎜
社
会
福
祉
事
務
所
に
つ
ぎ
の
方
々
が

じ
閥
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

■
　
庭
野
日
敬
氏
十
万
円

－
　
十
日
町
輪
業
組
合
　
七
万
二
千
円

。
　
と
く
名
　
　
　
　
十
万
円

ロ
■
　
常
角
熊
吉
氏
（
魚
の
田
川
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
千
百
五
十
円

■一
　
　
タ
バ
コ
は
市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

　
　
　
タ
パ
コ
の
代
金
の
う
ち
か
ら
納
入
さ
れ

鷹
　
　
　
る
税
金
は
、
市
の
道
路
、
学
校
等
の

6　
　
　
経
費
に
使
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
（
謹
識
栖
鑑
ρ

胆鵬巴唱
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林
野
庁
長
官
賞
に
輝
く
水
沢
中
学
校

県
下
で
も
有
数
な
学
校
林

　
十
日
町
市
水
沢
中
学
校
は
こ
の
た

び
本
年
度
学
校
林
の
手
入
コ
ソ
ク
ー

ル
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め
、
林
野

庁
長
官
賞
を
は
じ
め
四
つ
の
賞
を
獲

得
し
、
先
月
二
日
弥
彦
で
晴
れ
の
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
の
催
し
は
県
教
委
、
県
国
土
緑

化
推
進
委
員
会
共
催
で
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
各
賞
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
特

選
を
占
め
た
こ
と
は
同
校
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
市
の
誇
り
で
す
。

　
こ
の
四
つ
の
賞
は
い
ず
れ
も
特
選

で
「
林
野
庁
長
官
賞
」
　
「
県
知
事

賞
」
　
「
国
土
緑
化
推
進
委
員
会
賞
」

「
教
育
委
員
会
賞
」
で
な
か
で
も

「
林
野
庁
長
官
賞
」
は
県
下
で
た
だ

一
点
と
い
う
名
誉
あ
る
賞
状
で
す
。

　
同
校
は
昭
和
二
十
五
年
当
時
教
育

の
一
環
と
し
て
南
雲
原
に
三
診
の
植

林
を
行
っ
た
の
が
は
じ
ま
り
、
そ
の

後
三
十
一
年
か
ら
当
間
山
の
国
有
地

約
二
十
診
を
六
十
年
契
約
で
借
受
け

五
万
本
の
杉
を
植
林
し
て
本
格
的
な

学
校
造
林
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
大
き
い
も
の
で
周
囲
四

十
母
高
さ
五
癖
に
の
び
て
い
る
そ
う

で
す
が
、
こ
れ
ま
で
に
は
故
山
田
校

長
先
生
を
は
じ
め
当
時
の
村
当
局
、

P
T
A
が
一
丸
と
な
っ
て
学
校
林
の

育
成
に
骨
身
を
け
ず
る
努
力
を
続
け

て
こ
ら
れ
、
そ
の
伝
統
が
い
ま
な
お

う
け
つ
が
れ
毎
年
全
生
徒
六
〇
〇
人

が
P
T
A
と
一
諸
に
学
校
林
に
出
か

け
、
無
報
酬
で
造
林
地
の
手
入
を
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
の
表

彰
に
つ
き
ま
し
て
宮
沢
校
長
先
生
は

「
学
校
林
の
育
成
に
つ
い
て
生
徒
を

中
心
に
学
校
と
P
T
A
が
一
体
と
な

軽
自
動
車
の
月
割
税
額

申
告
に
は
印
か
ん
を

　
軽
自
動
車
税
の
月
割
課
税
の
方
法

が
次
の
よ
う
に
一
部
変
更
に
な
り
ま

し
た
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
新
た

に
原
付
自
転
車
及
び
耕
運
機
を
取
得

さ
れ
た
場
合
標
識
（
ナ
ン
バ
ー
）
交

付
を
受
け
る
際
別
表
に
掲
げ
る
月
割

税
額
を
納
め
て
下
さ
い
。
必
ら
ず
印

か
ん
を
持
参
し
て
下
さ
い
。

っ
て
先
輩
の
志
を
う
け
つ
い
で
限
り

な
い
情
熱
を
か
た
む
け
続
け
て
来
た

そ
の
結
果
が
報
い
ら
れ
た
も
の
だ
と

思
い
ま
す
o
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

【
写
真
は
学
校
林
と
林
野
庁
長
官
賞

を
手
に
喜
び
の
宮
沢
校
長
】

生
活
保
護
世
帯
に
四
百
円

　
　
　
　
　
　
　
歳
末
た
す
け
あ
い
配
分
金

　
市
民
の
皆
様
か
ら
共
同
募
金
と
い

っ
し
ょ
に
頂
き
ま
し
た
歳
末
た
す
け

あ
い
援
護
金
の
配
分
額
が
、
二
十
三

万
円
に
決
定
し
ま
し
た
の
で
、
つ
ぎ

の
計
画
に
よ
っ
て
配
分
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

◎
一
般
生
活
保
護
世
帯

一
世
帯
に
つ
き
四
百
円
宛

　
世
帯
員
二
人
以
上
一
人
増
す
ご
と

　
に
五
十
円
加
算

◎
長
期
入
院
患
者

六
ケ
月
以
上
入
院
患
者
一
人
四
百
円

宛◎
社
会
福
祉
施
設
入
所
者

児
童
福
祉
施
設
（
保
育
所
を
除
く
）

身
体
障
害
者
（
児
）
福
祉
施
設

精
神
薄
弱
者
（
児
）
福
祉
施
設

老
人
福
祉
施
設
、
里
子
、
里
親

　
一
人
四
百
円
宛

こ
の
ほ
か
県
か
ら
は
被
保
護
世
帯
に

た
い
し
五
百
円
相
当
の
食
料
品
詰
合

せ
セ
ッ
ト
、
叉
生
活
保
護
法
に
よ
っ

て
入
院
し
て
い
る
皆
さ
ん
も
三
百
円

か
ら
五
百
円
相
当
の
日
用
品
詰
合
せ

セ
ッ
ト
が
、
又
本
年
か
ら
は
結
核
予

防
法
で
入
院
し
て
い
る
皆
さ
ん
に
も

百
五
十
円
相
当
の
タ
オ
ル
詰
合
せ
セ

ッ
ト
が
各
々
歳
末
慰
問
と
し
て
、
本

月
二
十
日
頃
ま
で
に
は
お
手
も
と
に

あ
税
豊
㎜
縞
学
る
勢
讐
舞
が
な
え
て
い
手

種　　　別

　取得された
　月の翌月か
　　らの税額
年瓶額

4　月 5　月 6　月 7月 8月 9月 10月 1：月 12月 1H 2月

第　　1　種
50㏄　ま　で

370 330 300 270 240 210 180 150 120 90 60 30

第　2　挫A
51㏄～9叙

600 550 500 450 400 350 鋤 250 200 150 100 50

第　2　種　B
90㏄，一12匝
農耕作叢用

750 6SO 620 560 500 430 370 310 250 180 120 60

軽 一輪：，120 1，020 930 830 740 650 550 460 370 270 180 go

自 三輪！，500 1，370 1，250 1，120 1，000 870 750 620 500 370 250 120

動
嬰驚3，37・

3，080 2，800 2，520 2，240 1，960 L680 ！，400 1，120 840 560 280

車 騰1，87・ 1，710 1，550 1，400 1，240 1，090 930 770 620 460 310 150

二輪小型 1，870 1，710 1，550 1，400 1，240 1，090 930 770 620 460 310 ：50
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お
か
あ
さ
ん

と
ど
く
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

市
税
納
入
の
取
扱
い
は

　
　
　
　
30
日
午
后
5
時
ま
で
〃

ヵ
年
の
総
し
め
く
り
で
す

み
ん
な
納
め
て
明
る
い
年
越
を

ー
子
ど
も
の
ね
が

一

　
中
在
家
地
区
（
旧
水
沢
村
）

　
本
地
区
は
当
間
川
の
中
流
に
位
す

る
ご
十
四
戸
の
部
落
で
純
農
村
地
帯

で
す
。
本
地
区
も
前
回
の
細
尾
と
同

じ
よ
う
に
恵
ま
れ
た
畑
地
を
有
し
な

が
ら
効
率
的
な
利
用
が
で
き
ず
に
年

年
畑
は
荒
れ
る
に
ま
か
さ
れ
て
い
る

状
態
で
す
。
何
と
か
し
て
こ
の
畑
地

を
高
度
利
用
し
よ
う
と
何
回
も
会
合

し
て
は
大
変
有
利
な
も
の
と
し
て
注

目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
一
戸

当
り
平
均
二
十
ア
ー
ル
の
作
付
を
し

反
当
八
万
六
千
円
の
粗
収
入
を
あ
げ

部
落
全
体
で
は
三
百
四
十
六
万
円
の

収
入
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
度
か
ら
一
戸
当
り
四
十
ア
ー
ル

合
計
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
作
付
す
る
計

画
で
農
家
は
今
か
ら
張
り
切
っ
て
準

を
行
い
、
六
棟
の
乾
燥
室
で
共
同
乾

燥
を
行
っ
て
品
質
の
向
上
に
努
め
る

計
画
で
す
。
特
に
乾
燥
室
は
屋
根
を

急
勾
配
に
し
、
雪
を
自
然
落
下
さ
せ

流
雪
溝
に
よ
っ
て
処
理
す
る
よ
う
な

設
計
に
な
っ
て
お
り
、
農
業
施
設
と

し
て
は
特
異
な
存
在
と
な
る
で
し
ょ

う
o

　
事
業
の
概
要

　
田
う
ち
の
お
か
あ
ち
ゃ
ん
は
三
十
八

　
で
す
。
だ
か
ら
も
っ
と
わ
か
く
な
っ

　
て
ほ
し
い
と
お
も
い
ま
す
。

　
■
ぽ
く
の
お
か
あ
さ
ん
は
お
こ
り
ん

　
ぼ
で
し
ょ
う
が
な
い
。
ま
い
に
ち
一

　
か
い
お
こ
る
か
ら
、
ぼ
く
は
ま
い
に

　
ち
一
か
い
な
く
。
き
の
う
も
し
か
ら

　
れ
て
な
い
た
。
で
も
き
ょ
う
は
ま
だ

　
し
か
ら
れ
な
い
。
き
ょ
う
か
え
る
と

　
ま
た
し
か
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
■
わ
た
し
に
お
と
う
と
が
い
ま
す
。

　
あ
ま
り
け
ん
か
を
し
な
い
の
で
す

　
が
、
学
校
か
ら
か
え
っ
て
く
る
と
、

　
ど
う
し
て
も
わ
た
し
に
む
か
っ
て
き

　
ま
す
。
う
れ
し
い
の
だ
と
お
も
い
ま

　
す
が
、
だ
け
ど
わ
た
し
も
、
む
か
っ

　
の
で
す
が
、
わ
た
し
が
し
か
ら
れ
ま

　
い
た
い
と
お
も
い
ま
す
。

－
圏
わ
た
し
の
お
か

■
て
い
き
ま
す
。
お
と
う
と
が
わ
る
い

旧

■
す
。
お
と
う
と
も
、
し
か
っ
て
も
ら

■1

を
重
ね
て
研
究
し
た
結
果
、
価
格
の

安
定
し
た
契
約
栽
培
の
た
ば
こ
を
基

幹
作
目
と
し
て
今
後
農
業
収
入
の
増

大
を
図
ろ
う
と
話
し
合
い
が
ま
と
ま

り
今
年
か
ら
耕
作
を
始
め
た
わ
け
で

す
。
数
年
前
ま
で
た
ば
こ
は
非
常
に

手
間
の
か
N
る
作
物
と
し
て
一
般
に

は
け
い
え
ん
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
す

が
、
品
種
の
改
良
と
栽
培
技
術
の
進

歩
に
よ
っ
て
山
間
地
の
換
金
作
用
と

反
当
牧
入
八
万
六
千
円

⑧

中
在
家
地
区
の
た
ば
こ

備
に
か
x
っ
て
い
ま
す
。

　
一
戸
当
り
四
十
ア
ー
ル
と
い
う
こ

と
に
な
る
と
か
な
り
の
労
力
を
必
要

と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
水
田
の
区
画

整
理
を
行
い
、
浮
い
た
労
力
を
た
ば

こ
に
振
り
向
け
る
一
方
、
八
ヘ
ク
タ

ー
ル
の
た
ば
こ
を
一
団
地
に
ま
と
め

区
画
整
理
を
行
っ
た
上
で
機
械
化
及

び
共
同
作
業
を
行
っ
て
一
日
当
り
の

労
彷
報
酬
を
高
め
る
計
画
で
す
。
こ

の
ほ
か
、
育
苗
ハ
ウ
ス
で
共
同
育
苗

営
農
リ
ー
ダ
ー
の

　
あ
さ
ん
は
、
お
と

　
け
を
の
ん
で
く
る

　
ん
か
を
す
る
こ
と

　
た
し
は
、
お
と
う

　
て
い
る
と
こ
ろ
を

－
見
る
と
、
ど
う
し

－
う
さ
ん
が
、
お
さ

■ロ

■
と
、
と
き
ど
き
け

ロ

一
が
あ
り
ま
す
。
わ

ロ

■
さ
ん
と
お
か
あ
さ

薗
ん
が
け
ん
か
を
し

ー

贈”””ll6■田II川“一■1””II川層51111mlll一日1川川”旧■III

1蓬だ劉

㌧・

一
、
区
画
整
理
　
十
九
ヘ
ク
タ
ー
ル

　
　
千
六
百
二
十
四
万
円

二
、
た
ば
こ
育
苗
施
設
　
一
棟

　
　
五
十
万
円

三
、
た
ば
こ
乾
燥
施
設
　
六
棟

　
　
七
百
四
十
万
円

合
計
二
千
四
百
十
四
万
円
、
う
ち
補

助
金
千
五
百
三
十
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
わ
り
）

認
定
を
習
得
し
よ
う

　
農
村
文
化
の
発
展
と
近
代
農
業
の

に
な
い
手
と
し
て
こ
れ
か
ら
の
営
農

に
科
学
的
知
識
を
身
に
つ
け
る
「
営

農
リ
ー
ダ
ー
」
の
認
定
が
つ
ぎ
の
方

法
に
よ
り
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
希
望

者
は
ど
し
く
お
申
込
み
下
さ
い
。

　
養
成
方
法
H
通
学
方
式
で
性
別
、

　
　
　
　
　
学
歴
を
間
わ
ず
、
か
つ

　
　
　
　
　
各
地
区
ご
と
に
一
流
講

　
　
　
　
　
師
を
派
遣
し
て
指
導
、

　
　
　
　
　
直
筆
指
導
を
行
な
い
い

　
　
　
　
　
な
が
ら
に
し
て
高
い
水

　
　
　
　
　
準
の
養
成
指
導
が
受
け

　
　
　
　
　
ら
れ
る
。

　
養
成
期
問
H
一
ケ
年
（
「
農
業
経

　
　
　
　
　
営
課
程
」
　
「
農
業
機
械

　
　
　
　
　
課
程
」
）
の
二
課
程
、

　
　
　
　
　
同
時
で
も
一
ケ
年
。

　
　
　
　
　
尚
一
課
程
合
格
者
は
二

　
　
　
　
　
級
リ
ー
ダ
：
二
課
程
合

　
　
　
　
　
格
者
は
一
級
営
農
リ
聖

　
　
　
　
　
ダ
ー
に
認
定
。

　
養
成
費
用
匹
入
学
金
三
〇
〇
円
、

　
　
　
　
　
受
講
料
年
間
三
、
三
〇

　
　
　
　
　
〇
円
。

　
　
　
免
除
”
同
時
に
二
課
程
受
講

　
　
　
　
　
の
場
合
は
入
学
金
一
課

　
　
　
　
　
程
分
免
除
。

　
尚
特
に
優
秀
者
は
文
部
大
臣
の
表

彰
及
び
推
せ
ん
が
あ
る
。
申
込
等
の

詳
細
は
農
業
委
員
会
ま
で
。

し
尿
汲
取
り
申
込
み
は

　
　
　
　
市
民
課
窓
ロ
ヘ

　
し
尿
汲
取
り
申
込
み
に
つ
い
て
衛

生
体
育
課
へ
申
込
む
方
が
ご
ざ
い
ま

す
が
お
申
込
み
は
市
民
課
へ
ど
う
ぞ

お
願
い
し
ま
す
。
し
尿
汲
取
り
、
ゴ

、
、
、
収
集
も
年
末
は
三
十
日
ま
で
平
常

通
り
作
業
を
行
な
い
ま
す
。
し
尿
の

ほ
う
は
大
変
こ
ん
で
い
ま
す
の
で
お

申
込
み
は
お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

（
ム

コ

…
て
け
ん
か
な
ん
か
す
る
ん
だ
ろ
う
と

剛
思
い
ま
す
。
わ
た
し
は
け
ん
か
を
、

旧
㎜
や
め
て
も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。
わ

闘
た
し
は
、
も
う
一
つ
お
ね
が
い
が
あ

㎜
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
お
と
う
さ
ん
が

一
お
か
あ
さ
ん
に
、
も
っ
と
や
さ
し
く

㎜
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
で
す
。

闘
圏
わ
た
し
の
お
か
あ
さ
ん
は
、
お
み

㎜
せ
を
や
っ
て
い
ま
す
。
休
み
が
一
カ

ロ

旧
月
に
二
回
ぐ
ら
い
し
か
あ
り
ま
せ

㎜
ん
。
み
ん
な
で
そ
ろ
っ
て
夕
ご
は
ん

コ

阻
を
た
べ
る
と
き
は
、
二
ヵ
月
に
一
回

…
か
一
ヵ
月
に
一
回
ぐ
ら
い
で
す
。
み

ド

旧
ん
な
そ
ろ
っ
て
た
べ
る
の
が
、
す
く

酬
な
い
の
で
み
せ
の
休
み
を
一
回
か
ニ

ド

㎜
回
ふ
や
す
か
、
み
せ
の
休
み
の
と
き

㎜
は
、
な
る
べ
く
お
と
う
さ
ん
が
い
る

㎜　よ
う
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
と
思

餉
い
ま
す
．

㎜
■
お
と
う
さ
ん
も
あ
か
あ
さ
ん
も
、

咀
と
て
も
い
そ
が
し
く
て
あ
ま
り
や
す

む
ひ
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
た
し
と

も
あ
ま
り
．
は
な
し
を
し
て
く
れ
ま

せ
ん
。
わ
た
し
は
お
と
う
さ
ん
や
お

か
あ
さ
ん
が
、
わ
た
し
の
は
な
し
を

き
い
て
く
れ
た
り
、
い
っ
し
ょ
に
た

の
し
く
は
な
し
を
し
て
く
れ
た
り
す

れ
ば
、
と
て
も
よ
い
と
お
も
っ
て
い

ま
す
。

■
ぽ
く
が
お
か
あ
さ
ん
に
、
な
に
か

が
ほ
し
い
な
あ
、
と
い
う
と
い
つ
も

「
せ
い
せ
き
が
よ
く
な
っ
た
ら
、
な

ん
で
も
買
っ
て
や
る
よ
」
と
い
う
。

「
ま
っ
た
く
耳
に
、
タ
コ
が
で
き
る

よ
」
と
い
う
と
「
い
わ
れ
た
く
な
か

っ
た
ら
、
ち
ゃ
ん
と
勉
強
し
な
さ

い
」
と
ま
た
お
か
あ
さ
ん
の
声
が
、

か
え
っ
て
く
る
。
ま
っ
た
く
、
や
ん

な
っ
ち
ゃ
う
よ
。
こ
っ
ち
は
こ
っ
ち

な
り
で
、
ち
ゃ
ん
と
勉
強
し
て
い
る

つ
も
り
な
ん
だ
か
ら
、
や
め
て
も
ら

　
　
　
　
　
　
　
い
た
い
な
。
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
に
お
こ
づ
か
い
も

　
　
　
　
　
”
上
げ
て
、
も
ら
い

　
　
　
　
　
　
　
た
い
と
思
う
。
ぽ

　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
”
く
が
た
の
む
と
お

　
　
　
　
　
　
　
か
あ
さ
ん
た
ち
の

　
　
　
　
　
”
子
ど
も
の
こ
ろ
は

　
　
　
　
　
　
　
む
だ
づ
か
い
し

　
　
　
　
　
龍
な
い
で
勉
強
し
た

　
　
　
　
　
　
　
と
い
う
。
む
か
し

　
　
　
　
　
”
の
世
界
が
見
て
み

　
　
　
　
　
　
　
た
い
よ
。
ま
た
ほ

か
の
こ
と
を
聞
い
て
も
、
ク
ラ
ス
一

ば
ん
だ
っ
た
と
い
う
。
ぼ
く
の
と
も

だ
ち
の
お
か
あ
さ
ん
も
み
ん
な
そ
う

い
う
そ
う
だ
。
そ
ん
な
に
ク
ラ
ス
一

ば
ん
が
い
る
と
す
る
と
い
っ
た
い
ク

ラ
ス
で
ビ
リ
の
人
は
い
た
の
か
な
。

■
ぼ
く
の
お
か
あ
さ
ん
は
い
つ
も
買

も
の
に
い
く
と
き
左
が
わ
を
通
っ
て

い
る
。
だ
か
ら
ぼ
く
が
「
左
が
わ
を

通
る
と
、
じ
こ
が
お
き
る
よ
」
と
い

う
と
い
つ
も
「
い
い
か
ら
い
い
か
ら
」

と
い
っ
て
い
る
。
そ
の
左
が
わ
を
通

る
く
せ
を
や
め
て
も
ら
い
た
い
。

臨
う
ち
の
お
母
さ
ん
は
と
て
も
、
き

ん
ま
な
の
で
よ
く
わ
た
し
た
ち
を
お

こ
る
。
い
っ
も
お
こ
っ
て
い
る
の
で

お
こ
ら
れ
て
も
あ
ま
り
こ
わ
く
な

い
。
お
か
あ
さ
ん
と
け
ん
か
し
た
時

で
も
、
わ
た
し
が
平
気
な
顔
を
し
て

い
る
と
お
か
あ
さ
ん
は
な
お
も
お
こ

る
。
ま
る
で
い
じ
っ
ぱ
り
が
っ
戦
を

し
て
い
る
よ
う
だ
。
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